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帯ジェットと一体化する。図 1b に 100hPa









































図 1. (a) 0.4hPa(等値線)と 3hPa(彩色)の帯状
平均東西風の緯度－時間断面。(b)JMA による




12 月 4 日頃に発生した成層圏界面付近の西
風ジェットの構造の変化を調べる為にその
前後の期間の 15 日平均帯状平均東西風、
























に南緯 25 度から北緯 25 度で平均した気温






































































図 2. (a) 15 日平均東西風の北半球高度－緯度
断面：(左) 11 月 19 日～12 月 3 日、（右）12



























簡単に見てみる。2011 年 11 月は MJO に伴
う対流活動が極めて活発であった。図 5 に
2011 年 11 月下旬から 12 月上旬の連続した
7 日平均 OLR の気候値からの偏差を示す。
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図 5.    7 日平均 OLR の気候値からの偏差：(i) 2011 年 11 月 23～29 日、(ii) 2011 年 11
月 30 ～12 月 6 日、(iii) 2011 年 12 月 7～13 日 
 
 
図 4.   赤道南半球（15°S‐5°N）平均： (a)規格化気圧座標系鉛直流偏差の高度－時間断面。(b) (a)と同様、
ただし気温偏差の時間傾向。(c) OLR 偏差の時系列。左列は今回の熱帯昇温現象のあった 2011 年、右列は
成層圏突然昇温に伴う熱帯降温のあった 2009 年。現象のあった時期を含む２ヶ月間を示す。矢印は鉛直流
の向き、Wa は温暖傾向、Co は寒冷傾向を表す。 
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